
教育目標 『夢に向かつて 自万を磨く事』1 重点目標 『ゃさしく伝え合おう進んでやろう』

いよいよ始まる『チャレンジいっばいの夏休み』

入学式、始業式、新たな仲間、運動会、日尺の授業など大きな変化と共に慌ただしく

適ぎた73日間の学校生活が終了しました。この4か月F83、 子どもたちが目標に向かって

仲F83と協力したり、達成した喜びを味わつたり、自分自身やクラスの問題等と向き含つて

成長したりしたことを誇らし<思います。本日、全クラスにすずかけ賞を渡しました。ど

んな歩みがあつたのか是非聴いてあげてください。

様々な場面で子どもたちや学校を支えて<ださった保護者の皆様、地域の皆様、本当に

ありがとうござしヽました。明日から32日間の夏体みに突入します。普段では出来ないチ

ャレンジ体験がlかを豊かにします。御支援をよろし<お願いします。

4月か ら 7.月 までの学校評価

お忙しい中:学校評価に篠l協力いただき、ありがとうございました。以下のような結果

でしたのでt報告させていただきます。

ほとんどの子どもが「学校生活を楽しい」「相談できる先生がいるJという数値が高か

ったことは嬉しい結果でしたもその陰で40名程の子どもが楽しさを味わつていない、相

談できる先生がいないという現実にも目を向けていかなければなりません。  |
二方t「相手にわかるように話す」■よしヽ姿勢」については、保護者、輝童共に評価が低

いことから、夏休み明けも更に意識した対策を考えていきたいと思しヽます。

☆ 夏休み明けの8月 27日には、全員元気で会えることを楽しみにしています。

血 内  容 数値目標 児 童 保護者

イ

ー 生活をよ<するために行動している。 91% 89% 86%
2 学校が楽しいと感じている。 90% 90% ,94%
3 困つた時に相談できる先生がいる。(含担任以外) 92°/0 92% 90%
4 相手にわかるように話している。 90% 86% 85%
5 話を聴いて反応してしヽる。 90% 89% 90%
6: 学習内容を理解している。 92% 91% 85%
7 反達を「さん」付けで呼んでいるも 85% 85% 88%
8 優しい言葉遣いで話をしている。 90% 93% 82%
9 気持ちのよいあいさつをしている。 85% 85% 78%
10 目標に向かつて運動している。 90% 88% 75%
イ

ー
イ

ー よい姿勢で勉強している。 75% 73% 62%



特別支援教育だより 3 特別支援コーディネーター‐松浦 崇
「好ましい行動に注 目を」
夏休みがスター トします。普段な ら学校へ行 っている時間に子 どもが家にいるの

で、子 どもの行動が気 になることと思いま|す が、「ほめる」言葉かけも増や したい も
のです。
「えらいね:J「 いい子だね。」 と漠然 とほめると、認 め られてい る感 じは しますが、
「え らくない 自分はダメ。」 Fぃ ぃ子でいな くちゃ。」 とい う思いにさせて しま うか も
しれません。「○○できていいね。」「○○ してえらいね。」 と行動 を言語化 してほめ

ると、「○○す ることはいいことなんだ。」 と、好ま しい行動が子 どもに伝わ り、強

化 されます。
「叱 られてばか りで、ほめるところがない。」「そのよ うなことはできて当た り
前。」 と思 うことがあるかもしれ ません。で も、叱 られていない場面はあるはずです
し、ほめるものはあ ります。叱 られて行動が改まった ら、行動が修正できた ことを

朧菱馨I醐珊   「:九
ます。好ま しい行動が増 えれば、結果 として好ま しくない行動が

減 ります。子 どもの好ま しい行動、望ま しい行動 に、是非注 目し
てあげて くだ さい。

外部講師・ボランティアさんありがとうございます。
立晴ボランティア 1年防犯教室 6年 キャリア教育

交通安全リーダーと語る会5年 さやのもり
0と ものもり園児との交流
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